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１．研究計画の概要 
 本研究課題の目的は、看護技術によって、
ケアの受け手に生じる「ああ気持ちいい」と
いう快感情と、人の恒常性を保っている自律
神経活動がどのように変化するのかを明ら
かにすることである。 
 研究目的達成のために、看護技術の中でも、
臨床でよく行われ、気持ちよい感情が伴う
「温罨法」に着目し、統合的文献レビューと
実験研究によるエビデンスの集積の後、臨床
における介入研究を通してその効果を明ら
かにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)「ストレスからの回復過程における腰背
部温罨法ケアに伴う快感情と自律神経の変
化」 
健康な女性を対象に実験研究を行った。結
果、対照群に比較して、実験群は腰背部温罨
法によって、計算作業負荷後に、気持ちの良
い眠気とともに前額、手掌、足背、平均皮膚
温が上昇した。これらの結果から交感神経活
動が抑制されたことが考えられ、温罨法がス
トレスからの回復を支えうることが示唆さ
れた。 
(2)「“温罨法”の統合的文献レビュー」 
 Cooper の Integative Literature Review
の方法を用い、温罨法に関する知の統合を試
みた。結果、温罨法の効果として温熱の部位
や方法が異なっても末梢部位の皮膚温を上
昇させ、腹部蠕動を亢進させることが抽出さ
れた。また温熱の「気持ちよさ」は身体に加
わる刺激に対して得られていた。 
(3)「温度の異なる後頚部温罨法による自律

神経活動の変化」 
閉経後の女性に対し、40℃と 60℃の２種類
の温罨法を後頚部に貼用し、心身の変化を記
述する実験研究を行った。結果、皮膚電気伝
導水準で示されるストレスに関しては、60℃
の熱布による温罨法よりも 40℃程度の温度
刺激のほうが軽減する効果があることが示
唆された。 
(4)「更年期女性に対する後頚部温罨法の効
果」 
 更年期にある40－50歳の女性３名に対し、
後頚部温罨法を行い、自律神経失調症状の軽
減の有無を実験研究にて確認した。結果、自
律神経症状に関しては症状出現時でないと
評価が不可能であり、更年期特有の自律神経
活動の不安定さにより「温罨法」に対する身
体反応が一定でなく、評価が困難であった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 文献レビューと実験研究によるエビデン
スの集積がほぼ完了し、今後は臨床における
介入、評価研究を行っていく段階である。よ
って計画に沿っておおむね順調に進展して
いると評価した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
文献レビューと実験研究によるエビデン
スの集積がほぼ完了し、これらの結果から温
罨法の方法は、「後頚部」、温度は「40℃」、
効果指標として「睡眠」に着目して研究を進
めることに固まった。 
今後は臨床における予備調査、本調査を行
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っていく予定であり、現在、所属機関の倫理
委員会で予備調査の研究計画書の審査を受
けているところである。予備調査にて仮説が
検証され次第、臨床にて介入、評価研究（本
研究）を実施する。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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